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[ 現地調査時 ] 

No. 氏 名 担当業務 所 属 
1 蔵 本  文 吉 総括 JICA ボリビア事務所長 

2 坂 元  芳 正 計画管理 JICA 無償資金協力部業務第三グループ 
農漁村開発チーム 

3 山 田  朝 男 業務主任/施設設計１ 太陽コンサルタンツ株式会社 
4 桜 井  正 信 施設設計２ 太陽コンサルタンツ株式会社 
5 定 野  光 成 調達計画/積算 太陽コンサルタンツ株式会社 
6 岡 村  章 夫 通訳 太陽コンサルタンツ株式会社 

 

 

[ 基本設計概要説明調査時 ] 

No. 氏 名 担当業務 所 属 
1 蔵 本  文 吉 総括 JICA ボリビア事務所長 
2 塩 野  豊 業務主任/施設設計１ 太陽コンサルタンツ株式会社 
3 桜 井  正 信 施設設計２ 太陽コンサルタンツ株式会社 
4 岡 村  章 夫 通訳 太陽コンサルタンツ株式会社 

 

 



 

2.  調査行程 
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[ 現地調査 ] 
 
日順 月日 曜日 官ベース調査団

1 11月19日 土
     

渡航（東京

2 11月20日 日  ラパス）

3 11月21日 月

4 11月22日 火

5 11月23日 水

6 11月24日 木
●
●

水利組合協議
関連資料の収集

●
●

水利組合協議
関連資料の収集

●
●

水利組合協議
アンケート調査準備

7 11月25日 金

8 11月26日 土
●
●

水利組合協議
関連資料の収集

●
●

水利組合協議
関連資料の収集

●
●

水利組合協議
関連資料の収集

9 11月27日 日
●
●

再委託準備
収集資料の整理

●
●

現地調査
収集資料の整理

●
●

再委託準備
収集資料の整理

10 11月28日 月
●
●

関係者会議
現地再委託業務契約

●
●

関係者会議
関連資料の収集

●
●

関係者会議
関連資料の収集

11 11月29日 火
●
●

水利組合協議
関連資料の収集

● 測量範囲及び地質調査地
点の指示

●
●

水利組合協議
ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ調査

12 11月30日 水

13 12月1日 木
渡航（東京発）
　　↓

● ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ市表敬
移動 → ﾗﾊﾟｽ

●
●

ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ市表敬
現地踏査

●
●

ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ市表敬
現地踏査

14 12月2日 金

●
●
●

水利組合協議
関連資料の収集
収集資料の整理

●
●
●

現地調査
施工に係る調査
収集資料の整理

移動（ﾗﾊﾟｽ → ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ）
●
●

関連資料の収集
収集資料の整理

●
●

関連資料の収集
収集資料の整理

●
●

関連資料の収集
収集資料の整理

16 12月4日 日

17 12月5日 月
●
●

収集資料の整理
関係者会議

●
●

収集資料の整理
関係者会議

18 12月6日 火

19 12月7日 水

20 12月8日 木
●MM署名
●移動（ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ → ﾗﾊﾟｽ）

MM署名
収集資料の整理

21 12月9日 金
大使館へ報告
帰路（ラパス

22 12月10日 土

23 12月11日 日 東京）

24 12月12日 月

25 12月13日 火

26 12月14日 水

27 12月15日 木

28 12月16日 金 　　　　　帰路（ラパス

29 12月17日 土

30 12月18日 日 東京）

現地踏査（南幹線など）

●大使館、JICA事務所、関係機関報告

●調査結果概要の説明、計画基本方針に関する協議・確認
●移動（ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ → ﾗﾊﾟｽ）

●調査結果、収集資料の整理

水利組合とのワークショップ／県灌漑局との打合せ

渡航（ラパス着）
　　　　　　　　大使館、JICA事務所打合せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移動 → ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ

MM協議/ミニッツ案作成

現地視察

設計に係わる基準等の収
集
測量及び地質調査の進捗
状況確認
その他

積算に係る調査調達計画
関連資料収集
調査結果、収集資料の整理
その他

●移動（ﾗﾊﾟｽ → ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ）
●インセプションレポートを相手国政府関係者に説明し、内容につき協議・確認を行う。
●我が国無償資金協力システムを説明し、今後の調査・協力の進め方
   留意事項、双方の役割分担等について協議・確認を行う。

依頼した見積の回収
ｱﾝｹｰﾄ調査取り纏め指示
調達計画関連資料収集
調査結果、収集資料の整理
関係者会議

業務主任/施設設計1
(山田朝男)

施設設計2
(桜井正信)

積算/施工管理
(定野光成)

大使館、JICA事務所、農村問題農牧省、関係機関表敬
(インセプションレポート説明)

現地踏査（中央幹線、北幹線）

15 12月3日 土

●
●
●
●
●

無償資金協力の妥当性、相手側負担事項に関する調査
計画策定、実施上の配慮事項に関する調査
設計に係わる基準等の収集
調査結果、収集資料の整理
関係機関協議

●
●
●
●
●

県庁/関係者会議

MM協議

団内打ちせ／水利組合協議
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[ 基本設計概要説明調査 ] 
 

日順 月日 曜日 官ベース調査団 
業務主任／施設設計／通訳 

（塩野／桜井／岡村） 
備  考 

1 5/25 木  移動（成田→ﾆｭｰﾖｰｸ→ﾏｲｱﾐ→ 機中 

2 26 金 →ﾗﾊﾟｽ、JICA、大使館、MDARMA、MA 及びVIPFE 表敬 ﾗﾊﾟｽ 

3 27 土 
移動（ﾗﾊﾟｽ→ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ）、サイト確認、水質

調査 
ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ 

4 28 日 サイト確認、団内打合せ 同上 

5 29 月 
ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ県庁、水利組合表敬、基本設計概要

書説明・協議 
同上 

6 30 火 
基本設計概要書説明・協議、相手国負担事項

協議・確認 同上 

7 31 水 

 

同上、M/M 案作成・協議 同上 

8 6/1 木 M/M 締結、移動（ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ→ﾗﾊﾟｽ） ﾗﾊﾟｽ 

9 2 金 MDRAMA 及び MA に報告・署名、JICA 及び大使館に報告 同上 

10 3 土 移動（ﾗﾊﾟｽ→ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ→ﾏｲｱﾐ ﾏｲｱﾐ 

11 4 日 移動ﾏｲｱﾐ→ﾆｭｰﾖｰｸ→ 機中 

12 5 月 

 

移動（→成田）  

 

 
 

 



 

3.  関係者（面会者）リスト 
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[ 現地調査時 ] 
1) 農民問題・農牧省 

Raúl Añez Campos 次官 
Miguel Murillo Illanes 灌漑局長 
Vernica Veneros L. 技師 

2) 公共投資・海外援助庁 
Rodrigo Castro 次官 

3) コチャバンバ県庁 
Ramón Daza Rivero 知事 
Jashir Enriquez 灌漑部長 
Juan Carlos La Fuente 技師 
Juan Cespedes 技師 

4) アンゴスツーラ水利組合 
Vladimir de La Barra Delgadillo 理事長 
Manuel Rocha R. 事務局長 
Hernán Hurtado 理事 
Juan Condori 理事 
Gerardo Cardozo 理事 

5) コチャバンバ市 
Gonzalo Terceros Rojas 市長 
Jorge Chávez Vera 技師 
Humberto Calvimonte 技師 

6) キラコージョ市 
Reynaldo Rodríguez 技師 

7) ティキパジャ市 
Julio Antezana 技師 

8) コルカピュラ市 
Fredy Foronda 技師 

9) SEDAG※１ 

Gino Catacora 部長 
Marcos Vargas 技師 

10) PROAGRO※２ 
Humberto Gandarillas 部長 
Carlos Flores M. 技師 

11) SEMAPA※３ 
Carlos Pelaez 下水道部長 
Julio Vargas 維持管理課長 

12) 在ボリビア日本大使館 
白川 光德 特命全権大使 
野津 裕之 二等書記官 

13) JICA ボリビア事務所 
前田 英男 次長 
山口 尚孝 所員 
岡村 優子 所員 
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[ 基本設計概要説明調査時 ] 

1) コチャバンバ県 

Manfred Reyes Villa B. コチャバンバ県知事 

Dr. Marcelo Ostria  コチャバンバ県国際協力局長 

Fernando Pericon R コチャバンバ県ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ調整部コーディネータ 

Carlos Velasco コチャバンバ県灌漑部 

Gonzalo Terceros Rojas. コチャバンバ市長 

Ricardo Mercado M. キリャコリョ市長 

Mario Severich B. コルカピューラ市長 

Evaristo Peñaloza Alejo ティキパヤ市長 

Ricardo Ayala A. SEMAPA 総裁 

Edgar Armaza SEMAPA プロジェクト部長 

Hernán Orellana Escalera コチャバンバ市技術部長 

Jorge Medrano Jeliz  アンゴスツーラ水利組合代表 

Manual Edgar Rocha Rocha アンゴスツーラ水利組合理事 

Vladimir de la barra Delgadillo アンゴスツーラ水利組合役員 

2) 農民問題農牧省（Ministerio de Asuntos Campesinos y Agropecuarios [MACA]） 

Oscar Mendieta 農牧臨時次官 
Carlos Villalba 農牧局長 

Miguel Murillo Illanes 水利土壌部長 

Orlando Achu 土壌保全担当官 

3) 水省 

Luis Salazar Vega  灌漑次官 

4) 大蔵省公共投資国際金融庁(Viceministro de Inversión Pública y Financiamiento Externo 

[VIPFE]) 
María Eugenia Jurado 交渉・資金執行促進担当 

Harley Rodríguez 同上 

5) 在ボリビア日本国大使館 

白川 光徳 特命全権大使 

野津 裕之 二等書記官 

6) JICA ボリビア事務所 

蔵本 文吉 所長 

高畠 千佳 所員 

 



 

4.  当該国の社会経済状況 

(国別基本情報抜粋) 
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 ボリビア共和国 

 Republic of Bolivia 

 
一般指標      

政体 立憲共和制 ＊1 首都 ラパス(憲法上はスクレ) ＊2 

元首 大統領／ファン・エボ・モラレス・アイマ ＊1,3 主要都市名 ラパス、サンタクルス、コチャバンバ ＊3 

   労働力総計  3,391 千人 (1990-2000 年) ＊6 

独立年月日 1825 年 8 月 6 日 ＊3,4 義務教育年数  8 年間 (         ) ＊13 

主要民族／部族名 インディオ 55%、混血 32%、欧州系 13% ＊1 初等教育就学率  97% ( 2002 年 ) ＊6 

主要言語 スペイン語(他にケチュア語、アイマラ語) ＊1,3 中等教育就学率  % ( 1998 年 ) ＊6 

宗教 カトリック教 ＊1,3 成人非識字率  22% ( 2000 年 ) ＊6 

国連加盟年 1945 年 11 月 14 日 ＊12 人口密度  7.53 人/km2 ( 2001 年 ) ＊6 

世銀加盟年 1945 年 12 月 27 日 ＊7 人口増加率  2.2% (1980-2000 年) ＊6 

IMF 加盟年 1945 年 12 月 27 日 ＊7 平均寿命 平均 62.40 男 60.80 女 64.20 ＊10 

国土面積 1,098.58 千 km2 ＊1,6 5 歳児未満死亡率  79/1,000 ( 2000 年 ) ＊6 

総人口 8,270 千人 ( 2001 年 ) ＊1 カロリー供給率 2,218.5 cal/日/人 ( 2000 年 ) ＊17 

      

経済指標      

通貨単位 ボリビアノ (Boliviano) ＊3 貿易量  ( 2003 年 )  

為替レート 1 US $ = 7.96 ( 2004 年 8 月 ) ＊1 商品輸出 1,566 百万ドル ＊15 

会計年度 Dec. 31 ＊6 商品輸入 1,770 百万ドル ＊15 

国家予算 ( 2001 年 )  輸入カバー率  5.1(月) ( 2000 年 ) ＊14 

歳入総額 9,168.1 Millions of Bolivianos ＊9 主要輸出品目 宝飾品、金、亜鉛、錫、大豆、木材、砂糖 ＊1 

歳出総額 14,089.9 Millions of Bolivianos ＊9 主要輸入品目 機械、鉄鋼、自動車、電気製品 ＊1 

総合収支  - 40.1 百万ドル ( 2000 年 ) ＊15 日本への輸出  3,612 百万円 ( 2003 年 ) ＊1 

ODA 受取額  476.6 百万ドル ( 2000 年 ) ＊19 日本からの輸入  3,063 百万円 ( 2003 年 ) ＊1 

国内総生産(GDP)  8,281.34 百万ドル ( 2000 年 ) ＊6    

一人当たりの GNI  900.0 ドル ( 2003 年 ) ＊1 総国際準備  1,037.6 百万ドル ( 2000 年 ) ＊6 

分野別 GDP 農業 22.0% ( 2000 年 ) ＊6 対外債務残高  5,041.0 百万ドル ( 2003 年 ) ＊1 

 鉱工業 15.3% ( 2000 年 ) ＊6 対外債務返済率(DSR)  39.1% ( 2000 年 ) ＊6 

 ｻｰﾋﾞｽ業 62.7% ( 2000 年 ) ＊6 

産業別雇用 農業 男 22.0% 女 2.0% (1998-2000 年) ＊6 

インフレ率 
(消費者価格物価上昇率)  8.7% (1990-2000 年) ＊6 

 鉱工業 40.0% 16.0% (1998-2000 年) ＊6    

 ｻｰﾋﾞｽ業 58.0% 82.0% (1998-2000 年) ＊6 国家開発計画 経済改革政策(1997~)  

実質 GDP 成長率  2.45% (2003 年) ＊1   ＊11 

 
気象 ( 1991 年 ~ 2000 年平均) 観測地：コチャバンバ (南緯 17 度 23 分、西経 66 度 17 分、標高 2,560m )  

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/計  

降 水 量 144 93 99 10 1 3 2 8 11 19 80 86 556.0 mm  

平均気温 19.5 19.1 18.6 17.7 15.3 14.1 14.3 15.7 17.2 19.1 19.5 20.2 17.5 ℃  

 
＊1 各国概要 (外務省) ＊10 Human Development Report 2002 (UNDP) 
＊2 世界の国々一覧表 (外務省) ＊11 Country Profile (EIU), 外務省資料 
＊3 世界年鑑 2002 (共同通信社) ＊12 United Nations Member States 
＊4 新世界各国要覧 10 訂版 (東京書籍) ＊13 Statistical Yearbook 1999 (UNESCO) 
＊5 理科年表 2000 (国立天文台編) ＊14 Global Development Finance 2002 (WB) 
＊6 World Development Indicators 2002 (WB) ＊15 International Financial Statistics Yearbook 2002 (IMF) 
＊7 BRD Membership List (WB) ＊16 世界各国経済情報ファイル 2002(世界経済情報サービス) 

IMF Members’ Financial Data by Country (IMF) ＊17 FAO Food Balance Sheets 2002 年 6 月 FAO Homepage 
＊8 Universal Currency Converter 注：商品輸入については複式簿記の計上方式を採用しているため 
＊9 Government Financial Statistics Yearbook 2001 (OMF) 支払い額はマイナス標記になる 
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 ボリビア共和国 

 Republic of Bolivia 

 
我が国における ODA の実績 (単位：億円) ＊18 
 
項目 暦年 2000 2001 2002 2003 2004  

技術協力 21.85 28.77 24.69 24.73 23.64  

無償資金協力 43.84 22.38 21.27 38.87 13.49  

有償資金協力 - - - 533.79 - 

総額 65.69 51.15 45.96 597.39 37.13 

 
 

      

当該国に対する我が国 ODA の実績 (支出総額、単位：百万ドル) ＊18 
 
項目 暦年 2000 2001 2002 2003 2004  

技術協力 19.96 23.21 21.36 21.61 22.85  

無償資金協力 29.64 35.62 18.40 12.75 521.69  

有償資金協力 -5.87 7.09 -2.26 -2.94 -493.72  

総額 43.73 65.91 37.50 32.32 50.82  

 

 
OECD 諸国の経済協力実績 ( 2000 年 )  (支出総額、単位：百万ドル) ＊19 

 
贈与(1) 

(無償資金協力・ 
技術協力) 

有償資金協力 
(2) 

政府開発援助 
(ODA) 

(1)+(2)=(3) 

その他政府資金 
及び民間資金(4) 

経済協力総額 
(3)+(4)  

二国間援助 
(主要供与国) 

330.5 5.6 336.1 159.0 495.1  

1. United States 97.9 -0.5 97.4 -51.5 45.9  

2. Germany 32.6 12.7 45.3 16.1 61.4  

3. Japan 49.6 -5.9 43.7 0.1 43.8  

4. Netherland 33.3 0.0 33.9 42.6 75.9  

多国間援助 
(主要援助機関) 

40.4 99.8 140.2 -10.4 129.8  

1. IDB   60.0 -19.6 40.4  

2. IDA   52.6 0.0 52.6  

その他 0.2 0.0 0.2 10.2 10.4  

合 計 371.0 105.6 476.6 158.6 635.2  

 

 
援助受入窓口機関 ＊20 

技術協力 ： 大蔵省公共投資次官室 
無 償 ： 大蔵省公共投資次官室 
協 力 隊 ： 大蔵省公共投資次官室 
 
 

 

 
＊18 政府開発援助 (ODA) 国別データブック 2001 (国際協力推進協会) 
＊19 International Development Statistics (CD-ROM) 2002 OECD 
＊20 JICA 資料 
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5.2  概要説明時 
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